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1. 研究背景・目的 

表面被覆材を塗布した実構造物では，表面被覆材が

劣化し，図-1 のように膨れ・剥離が生じている事例が

多発している．このような表面被覆材の劣化の要因と

して，夏期において，日射による高温にさらされるこ

と，および，マスコンクリート内に存在している強ア

ルカリ水の供給が挙げられる． 

 既往研究 1)では，70℃高温環境下で強アルカリ水に

浸漬した表面被覆材の付着性能の低下を確認した．し

かし，実際に被覆材が施工されている現場において恒

常的に 70℃もの高温に達することはないため，過度に

厳しい条件での評価であった． 

 そこで本研究では，より実条件に近い温度での試験

を行い，温度作用と強アルカリ水供給が表面被覆材の

付着性能に与える影響について検討した． 

2. 実験概要 

2.1 供試体概要 

  本研究で使用したモルタル基板供試体の形状を図-2

に示す．モルタル基板供試体の寸法は 300×300×60mm

とし，供試体中央部に幅 2.5mm，長さ 60mm の模擬ひ

び割れを導入した．

この模擬ひび割れは

マスコンクリートに

おける背面からの水

分の影響を想定して

いる． 

また，表-1 にモルタルの配合を示す．本試験では対

象とする実構造物の配合を参考に，水セメント比は

55％とした． 

2.2 表面被覆材の概要 

 本研究で使用した表面被覆材の概要を表-2 に示す．

接着性を確保するプライマー，平坦性を確保するパテ

材，遮断性能を付与する中塗り材の３層の被覆材を塗

布し，試験を実施した． 

2.3 コンクリート表面温度の測定 

 本研究では実条件に近い適切な温度設定のため,コ

ンクリート表面温度の実測試験を行った．表-3 に表面

温度測定結果を示す．測定箇所は神戸大学構内のコン

クリート壁面・床面と表面被覆材塗布面の 3 か所で，夏

季の晴天時午後 1 時から 3 時の最も日射が強い時間帯

に測定した．測定結果より，表面温度は平均して 50℃

前後であったため，本試験における高温浸漬の温度を

50℃に設定した． 

 

 
表面被覆材の膨れ   表面被覆材の剥離 

図-1 被覆材の劣化（長大吊橋のアンカレイジ） 

  

図図--11..11  被被覆覆材材のの劣劣化化（（長長大大橋橋ののアアンンカカレレイイ

ジジ））  

 
図-2 モルタル基板供試体 

表-1 モルタルの配合 

  

C×％
W C S 混和剤

55 3 273 497 1491 1
S：普通砕砂 混和剤：AE減水剤

W/C
 (%) S/C

単位量(kg/m³)

表-2 表面被覆材の概要 

  

材質 ガラス転移温度
プライマー エポキシ樹脂系含浸補強材

パテ エポキシ樹脂系パテ材 47℃
中塗り 柔軟型エポキシ樹脂系中塗り材 常温以下
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表-3 コンクリート表面温度測定結果 

 

コンクリート床面 コンクリート壁面 表面被覆材塗布面
平均値(℃) 53.2 47.2 55.0
最大値(℃) 57.0 50.0 59.3

測定箇所

測定条件　・8/1～8/10　・13:00～15:00　　  平均気温：34.6℃
　　使用温度計：シンワ デジタル温度計H-1 隔測式プロープ防水型
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2.4 実験方法 

 図-3 に実験の流れを示す．モルタル基板供試体を 18

体製作した後，9 体分

の供試体に表面被覆

材を塗布し，残り 9 体

分の無塗布供試体と

ともに 28 日間気中養

生した．その後，

pH12.5 に調整した

強アルカリ水に 120

日間浸漬させた．浸

漬は高温(50℃)・常温(20℃)・浸漬なしの 3 条件で 3 体

ずつ行った．浸漬終了後，1 週間程度乾燥させた後，単

軸付着引張試験を行った．また，引張試験後の治具に付

着しているモルタルを観察し図-422))に示す分類に従い

破壊形状を判定した． 

3. 試験結果および考察 

3.1. 無塗布供試体について 

図-5 に無塗布供試体の付着引張強度を示す．周囲部

において，常温，高温，大気中の順に付着引張強度が増

加した． 70℃高温浸

漬を行った既往研究

1)では高温の付着強

度が常温と比べて顕

著に低下したが，本

研究の 50℃では常温

とあまり変わらない

結果となった．浸漬

温度を 70℃から 50℃

に下げたことで温度

作用による水和反応

の促進が低減された

と推察される． ひび

割れ部においては，

常温，大気中，高温の順に付着引張強度が増加した． 

破壊形状に関しては，すべての供試体において，主な

破壊がモルタルの母材破壊である A 破壊を示し，既往

研究 1)の結果と一致した． 

33..22..  塗布供試体について 

  図-6 に塗布供試体の付着強度を示す． 周囲部におい

て，高温，常温，大気中

の順に付着強度が増加

している．この傾向は

既往研究 1)と一致して

おり，表面被覆材の付

着性能が強アルカリ水

の供給により低下する

ことを再確認した．ま

た，高温環境下でより

付着引張強度が低下し

たことも確認された． 

ひび割れ部について

は，無塗布供試体同様，

常温，大気中，高温の順

に付着強度が増加した．このことから，常温においては

大気中と比べて炭酸化が進行したことによる表層部脆

弱化の影響が優位であるが，高温では温度作用の影響

で水和反応が促進されたことによる母材強度の増加の

影響が優位であると考えられる． 

 破壊形状に関しては， 大気中・常温ではすべての供

試体が主に A 破壊を示した．高温では，A 破壊と，モル

タル基板と被覆材塗膜界面での破壊である AB破壊が多

く見られた．高温浸漬の周囲部に多く特徴的な破壊形

状が見られたことから，温度作用が表層部の脆弱化へ

も影響を与えていることがわかる．このことから，50℃

という実環境で想定される高温環境において，温度作

用による付着性能の低下が発生することが推察される． 
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図-3 実験の流れ 

 
図-4 表面被覆材の破壊形状の分類 2) 

 
周囲部 

 
ひび割れ部 

図-5 付着引張強度(無塗布) 
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図-6 付着引張強度(塗布) 
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